
英�語�教�育�

巻�頭�言�

日本の大学生の英語力�

　ある学会の紀要論文を読んで驚いた。�日本の大学生の平均的な英語力は，�「ヨーロッ�

パ�共�通�参�照�枠」に�基�づ�く�テ�ス�ト�で�判�断�す�る�と，�「聞�く�力」は�小�学�生�な�み，�「読�む」�「書�

く」は中学生なみだという。この不振は，どこに原因があるのだろうか。�

1）�　�学習指導要領は�「�コミュニケーション能力」�を目標と�し�ているが，実情は�「受験の�

ための英語」が主流であり，使える英語力を育ててはいない。�

2）�　�授業時数，�クラス・サイズなど，�現場のニーズを無視�し�た教育行政によって，�教員�

は生徒や教材に向き合う時間さえなく，結果的に弱者切り捨てで終わっている。�

3）�　�教員養成の問題。�教員資格の基準がなく，�必要な英語力，�授業力，�授業改善力，�さ�

らには人間的資質の十分なチェックがないまま，資格が与えられている。�

などなどである。現状が続けば，まさに，亡国の危機である。�

フィンラン�ド�に学べ�

　こう主張するのは，�「学力世界一」�という成果に便乗�し�ての話ではない。フィンラン�

ド�は，�アメリカを中心と�し�た経済の自由競争をあおる国際化に対応�し�，�「もう一つの国�

際化」を主張�し�，人権，文化，環境など人類共通の価値を守る運動の中心であり，こ�

の哲学に基づく教育立国に成功�し�たからである。外国語教育に関�し�て言えば，多文化�

と共存・協働する学力，intercultural communication competenceを目標に置き，�「考�

え�る」�「対�話�す�る」�「協�働�作�業」�「書�く」を�重�視し�た，task-basedの�指�導�が�徹�底し�て�い�

る。だから，フィンラン�ド�を訪れる旅行者は，国民の高い英語力に驚かされるという。�

　フィンラン�ド�の成功の理由はいくつかあるが，一つを選ぶとすれば，教員養成のシ�

ステムだろう。�“Research-based teacher education”�のもと，最低でも 500 時間の実�

習で授業力の育成を図り，アクション・リサーチをは�じ�めと�し�たリサーチで授業改善�

力をつける。�すなわち，�practitioner-researcher を育成�し�ているのである。�日本でこれ�

ができるだろうか。Change!  Yes, we can!  And we must!

主幹　佐野　�正之�
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参考資料�
1.平成�20年１�月�17日中�央�教育�審�議会�答�申「幼�稚園，小�学�校，�

中学校，高等学校及び特別支援学校の学�習指導要領等の�
改善について⑪外国語」�

2.文部科学省HP
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gaikokugo/
　kanren/index.htm

1.�英語耳を育てる�（豊かな音声インプッ�ト�）�

2.�コミュニケーションの道具�と�し�ての英語�

3.�子どもの興味・関心・知識�・経験を生か�し�た�

意味のやりとり�

4.�発話を急がない�（強要�し�ない）�

英語教師の特権を活か�し�て�

1．小学校英語�（活動）�からの示唆�

　これまで，中�・�高�・�大生はあるが，小学生を�直接�

指導�し�たことはない�（遊んだことはある）�。だが，�

小学校英語との関わりも�10年近くに及び，その要�

がわかりかけてきた�（ような気がする）�。�

　集約すると以下の４点�になる。�

　つまり，�「音声重視で，�発話を急がず，�子どもの�

世�界�に�合�わ�せ�た�意�味�の�や�り�と�り�（�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�

ョン）�の中でのリスニング能力�育成」�ということに�

なる。中学英語でも欠か�せない要素である。�

2．新学習指導要領�が求めていること�

　詳�し�くは，本誌2008年第２号�，または文部科学�

省HPに譲ることに�し�て，�リスニングに関わる新学�

習指導要領の改訂事項を�いくつか�（乱暴に）�抜き出�

し�てみる。�

（2）�　�Cの�外でのリスニング�

　他方�「�Cの外でのリ�スニング」�とは，次のような�

ものになる。�

　�「情報を正確�に」�「内容を�（現行版：正�し�く→）�

確�認�し�な�が�ら」�「ま�と�ま�り�の�あ�る�英�語�を�聞�い�て，�

概要や要点を適切�に聞き取ること�」�

　これは，相手とコミュ�ニケーションを�し�っかり�

取る，ということである�。�「聞く・話す」�だけでな�

く，書く，読む活動との�関連でも当てはまる。�

　私の解釈では，新指導�要領は「コミュニケーシ�

ョン�（C）�の中でのリスニング」�を希求�し�，�「コミュ�

ニケ�ー�シ�ョ�ン�（C）�の�外で�の�リ�ス�ニ�ン�グ」を諫�め�て�

いるのである。�

（1）�　�Cの中�でのリスニング�

　�「そんなの当たり前だ�ろう！」�と誹りを受けるか�

も�し�れないが，いくつか例を示�す。�

▲教科書の�（音読のための）�惰性的なリスニング�

▲内容が既知のリスニン�グの大半�

▲単語�レ�ベル，文脈のない英語�のリスニング�

▲�（発音クリニックを�し�ていない）�発音練習のた�

めのオウム返�し�のリスニング�

　とりわけ，�「Cの外でのリスニング」�で避けたい�

ものに，�「発話を急ぐリスニング�」�がある。手を替�

え品を替えてはいるが，ほ�とんどの場合，一定の�

言い回�し�のリスニングに留まる。�教師は，密かに�

（？）�，ターゲッ�ト�表現・構文を生徒に強�要�し�てい�

る。それらが元気な声で音�声化されれば満足なの�

である。�

　応用が効かない。�し�たがって基礎の定着にも�な�

りえていない。�「Cの中でのリスニング」�ではない�

からである。�

（3）�　�小学校英語活動�の素地をふまえて�

　下図を私はよく用いる。�

○教師の�small talkのリス�ニング�（�生徒の�笑い，�

驚き，ときには非難も�伴う）�

○生徒同士のペア・小グ�ループ活動でのリスニ�

ング�（上記と同様な生徒，�そ�し�て教師，�の反応�

が伴っている）�

○教材，活動との関連で�の未聞の英語のリスニ�

ン�グ�（�概�要�・�要�点�・�詳�細�が�必�要�に�応じ�て�聞�き�

取れ，やはり上記のよ�うな反応が伴う）�

　文字言語は音声言語を拠�り所と�し�ている。拠り�

所のない文字言語の習得は�あり得ない。不十分な�

音声言語，つまり，不安定�な拠り所は，脆弱な文�

字言語の習得・使用の結果�となる。�

　言わずもがなで，音は�「耳で聞�（聴）�いて」�，少�し�

ずつ「口から出る」ように�なる。当然，小学校英�

語活動では，�「アウ�ト�プッ�ト�（話）�させるためのイン�

プッ�ト�」�ではなく�（×）�，�「英語耳を作るためのイ�ン�

プッ�ト�」�がまず必要なのだ�（○）�。なんと�し�ても�「発�

話，ま�し�てや文字指導を急ぐリス�ニング」は回避�

すべきである。�

　児童は，�「Cの中でのリスニング」�を継続�し�て体�

験することで，意味が聞き�取れるようになり，英�

語耳を持つようになる。�「学習指導要領の改善⑪�外�

国語」�（参考資料１）�では，�「コミュニケーション�」�

という言葉が25回も現れ，�小学校英語にはその�「素�

地」を育む役割が期待され�ている。�

　中学英語はこの素地を受�けて存在する。�

　本物の�「�素地」�を体感�し�てきた新中１を，�「Cの�

外でのリスニング」で「英�語嫌い」に�し�てほ�し�く�

はない。�また，�小学校で�「Cの外でのリスニング」�

ゆえに間違った素地を身に�つけ，英語嫌いの兆�し�

が見受けられる新中１には�，�「Cの中でのリスニン�

グ」でその傷を癒�し�てあげたい。�

3．対応するには―実�践�し�ていない教師の�場合�

　�「すでに実践�し�ている教師」�を校内外に見つけ出�

し�，その教師をまねて学ぶ�。様々な指導法やテク�

ニックがあるが，�つまるところ，�「Cの中でのリス�

ニング」を展開�し�ているかどうかだ。�

　教師自身が，�「Cの中でのリスニング」�を率先�し�

て実践する。�ALTはもちろん，�生徒一人ひとりを�

相手に。すでに生徒とは日�本語で行っているわけ�

だから，できないわけはな�い。�

　生�徒�に「Cの�外�で」の�リ�ス�ニ�ン�グ�を�さ�せ�て�い�た�

ら，素直に悔い改め�（？）�，�「Cの中で」�に切り替え�

る。小手先の工夫ではなく�「その心」を極める。�

すると，生徒も�「�その心」�に気づき，�「その心」�を�

抱き，それを示�し�てくれる。�

4．移行措置期間でも�取り組めること�

　例�え�ば�SUNSHINE ENGLISH COURSE 1, p.�28

の次の英文の場合，以下の�ように，一部入れ替え�

や付け足�し�をやってみる。�

　Good afternoon, everyone.  My name is James 

Chen. I’m from Singapore. It’s a beautiful 

country.  I speak Chinese and English.  I’m a 

college student in Japan.  Thank you.

　morning / my friends / Hoshino Yuriko / 

Nasu / town / Japanese and Tochigi-ben / 

junior high school / Tochigi

　I like my English teacher, Mr. Watanabe.

　生徒にも作らせる。生徒・�教師・タ�レ�ン�ト�情報�

などを扱えばおも�し�ろさも増す。�さらに，�Q&Aで�

内容に関するインタラクショ�ンへと発展させる。�

聞き取った生徒から，笑い，�驚き，非難�（？）�の声�

や反応が出るようになる。２�年，３年の最初の授�

業で再利用�し�てもよい。�

　また，教科書には絵や写真�が満載だ。これを音�

声英語のインプッ�ト�に活用する。男子の絵�があり，�

例�え�ば�ク�ラ�ス�に�聡�史�と�い�う�名�前�の�子�が�い�た�ら，�

“This boy looks like Satoshi.  Don’t you think 

so?”�と投げかけてみる。�“No!”�“Yes, yes!”�と反応�

が返�っ�て�き�た�ら，�“He is cool and Satoshi is cool 

too.”と続ける。�

　似ていても似ていなくても�，こう�し�て，生徒の�

一人ひとりをかまってやる。�すると，生徒同士が�

お互いをかまい出す。�

　それがコミュニケーション�ではないだろうか。�

5．おわりに�

　小学校英語�（活動）�とつながる好機である�。うま�

くつなげて，新指導要領の「�発音と綴りとを関連�

付けて指導する」�「コミュニケーションを総�合的に�

育成する」を授業で実践�し�ていただきたい。�

　自分の授業を見つめ，見直�し�，英語で生徒とと�

もに「Cの中でのリスニング」を楽�し�む。�

　それは英語教師の特権なの�です。�

教科書本文�

入れ替え候補例�

付け足�し�候補例�

新学習指導要領�で�授業は�ど�う�変�わ�る�？�〈�リ�ス�ニ�ン�グ編〉� 新学習指導要領�で�授業�は�ど�う�変�わ�る�？�〈�リ�ス�ニ�ン�グ�編〉�

宇都宮大学教授　�渡辺　�浩行�

いさ�

そ�し�

聞く�

話す�
×�

話す�

聞く�
○�

文字言語�

音声言語�

耳＞口�

耳作りの音声言語�
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教科書�の�使�い�方�あ�れ�こ�れ�

埼玉県深谷市立上柴中学�校教諭　�齊藤　�寛�

（１学期終了時点で）�

①教科書の英文が全部読�める。�

②教科書に出てきた英文�を，日本語を見ながら�

全部言える。�

③基本的な英語を聞き取�ることができる。�

④基本的な複数の英文の�意味がわかる。�

⑤簡単な自己紹介スピー�チができる。�

⑥簡単なインタビューに�答えられる。�

1．は�じ�めに�

　現在では中学校に入学�し�てくる生徒のほぼ全員�

が，小学校時代に何らか�の形で外国語活動を経験�

し�ている。そのような状況にあ�っても，入学時の�

英語に対する興味・関心�は非常に高い。�

　�し�か�し�ながら，１学期も後半になる�と，全体の�

雰囲気に埋没�し�ているスローラーナー�の存在が気�

になり出す。彼らは教科�書を一人では読むことが�

できない。私が平成18年�に，県内の中学校１年生�

544名を対象に�し�て行ったアンケー�ト�によると，�１�

学期終了時点で，�「教科書を半分以上読�める自信が�

ない」と答えた生徒の割�合は25％であった。１ク�

ラ�ス�当�た�り�に�す�る�と�実�に�8.5人�と�い�う�数�字�で�あ�る。�

この時期のつまずきは，�その後の学習意欲に大き�

な影響を与えることは間�違いない。�

　我々英語教師は，教科�書の内容を発展させたコ�

ミュニケーション活動の�授業を行うことは当然で�

あるが，教科書の内容を�し�っかりとマスターさせ�

ることも大切であるとい�うことを忘れてはならな�

い。なぜなら生徒たちに�とって教科書は，英語学�

習の拠り所であるからだ�。�

　本稿では，小・中接続�を考えた場合の教科書の�

扱い方の実践例を紹介す�る。�

　�

2．具体的な指導計�画�

　入門期指導を10時間程�度行って，ゴールデンウ�

ィ�ー�ク�前�に�は�Program １�に�入�る�の�が�一�般�的�な�指�

導計画である。�し�か�し�ながら，教科書を使う�とい�

うことは，４技能のすべ�ての活動を行うことであ�

り，生徒たちの学習負担�は大きい。小学校で外国�

語活動を経験�し�てきたとはいえ，読む�ことや書く�

ことへの抵抗は大きい。�

　そこで，小学校での外�国語活動経験を考慮�し�，�

教科書を使う時期を大幅�に遅らせた。具体的には，�

１学期を４つの期間に区�切り，４技能の言語活動�

を段階的に行えるように�配慮�し�た。１学期の指導�

計画をイメージ化すると次�の図のようになる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

〈接続期Ⅰ〉�

　４月は，挨拶表現や教室�英語などを使って，聞�

くこと・話すことの言語活�動を行うとともに，基�

本的なフォニックスの指導�を行った。新学習指導�

要領にも示されているよう�に，特に入門期におい�

ては，発音と綴りとを関連�づけて指導することが�

大切であると考えた。�

〈接続期Ⅱ〉�

　５月は，発展的なフォニ�ックスを指導�し�，英語�

を読めるという実感を持た�せるように配慮�し�た。�

ま�た，教�科�書�（�SUNSHINE）�Program １�～�３�の�言�

語材料や表現を意味も含め�て導入�し�，文字を介さ�

ずに音声のみで言語活動を�行った。�

〈接続期Ⅲ〉�

　６月は教科書を使い始め�た。接続期ⅠとⅡで，�

教科書を使って学習するた�めの準備を整えた。そ�

の結果，文字への抵抗を軽�減できたと言える。こ�

の時期は音読と読解を中心�に学習を進めた。また�

指導書に付属のリーディン�グ教材を活用�し�，教科�

書以外の英文にも挑戦させ�た。�

〈接続期Ⅳ〉�

　７月には，本格的に書く�ことを始めた。書くこ�

とに関�し�ては早急に結果を求めず�，１学期に学習�

し�た範囲の語や文を夏休み�を含めた期間で完成さ�

せるように計画・指導�し�た。�

3．学習のめあてを明�確にする�

　�「教科書で教える」�という言葉が示すように，�我�

々英語教師は，教科書の題�材や言語材料を使って�

言語活動�（in the classroom）�を行い，�さらに実際的�

な言�語�活�動�（�real world）�を行�う�こ�と�が�大�切�で�あ�る。�

同時に，初期の学習者に対�し�ては，教科書の理解�

度の目安を示�し�，具体的な達成感を味わ�わせるこ�

とも大切であると考える。�

　そこで，１学期の学習案�内の中で，生徒たちに�

は次のようなめあてを示�し�た�（一部省略）�。�

　①と②のめあてに関�し�ては，教科書理解に関�す�

るめあてである。③～⑥に�関�し�ては，日常の言語�

活動やパフォーマンステス�ト�における目安である。�

　そ�し�て，具体的な学習案内を次�のように示�し�た。�

の使用開始時期や読むこと・�書くことの言語活動�

を遅らせるということは，従�来のような定期テス�

ト�はできないということであ�る。そこで，１学期�

のテス�ト�計画を指導計画に沿って見�直�し�，次のよ�

うに行った。�

（1）�　�パフォーマンステ�ス�ト�

4．テス�ト�について�

　以上のように１学期の指�導を行ったわけである�

が，問題になってくるのが�テス�ト�である。教科書�

①フォニックステス�ト�（４月下旬）�

　基本的なフォニックスの�読みをテス�ト�し�た。�

②インタ�ビ�ューテス�ト�（５月下旬）�

　教師の英語の質問に答え�る形式で行った。�

　Program １～３の言語材料を扱った。�

③音読・ス�ピ�ーチテス�ト�（６月下旬）�

　教科書の音読及び簡単な�自己紹介ス�ピ�ーチの�

テス�ト�を行った。�

（2）�　�定期テス�ト�

中間�
リ�ス�ニ�ン�グ�・�ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�・�フ�ォ�ニ�ッ�ク�ス�
　�＋�パフ�ォー�マン�ステ�ス�ト�①②�の合�計�

期末�
リ�ス�ニン�グ・�読解�・フ�ォニ�ック�ス�
　�＋�パフ�ォー�マン�ステ�ス�ト�③の�合計�

　１学期の指導内容や言語活�動のすべてがテス�ト�

に関連�し�，最終的に教科書の内容理�解につながる�

ように配慮�し�た。�

　�

5．おわりに�

　１学期が終わった時点で，�教科書が読めるかと�

いう観点で調査を行った。扱�ったすべての英文に�

関�し�て調べたところ，読める�英文が50％以下だっ�

た生徒の割合は12％だった。�クラス平均にすると�

4.1人である。�決�し�て満足のいく結果である�とは言�

えないが，�一定の成果は出せたと考え�ている。�12％�

の生徒に関�し�ては，夏休みの補習でフォロ�ー�し�た�

ことも付け加えておきたい。�

　学習指導要領の改訂に伴い�，小学校で外国語活�

動を経験�し�てくる生徒たちに，中学�校での入門期�

をどのように指導するかを考�えた場合，教科書を�

とお�し�ての基礎・基本の徹底，その�後の発展的な�

活動等を，どのような内容，�どのような計画で進�

めるかが大切な鍵となるであ�ろう。�
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教科書�の�使�い�方�あ�れ�こ�れ�

「意味」の4つの�レ�ベル�

レ�ベル４：人間的な価値のあ�る意味の授受�

レ�ベル３：伝達ニーズのある�意味の授受�

レ�ベル２：場面や文脈に適合�し�た意味の授受�

レ�ベル１：記号的な意味の授�受�

1．は�じ�めに�

　長谷川・犬塚・足立�（2006）�は，教科書で扱われ�

ている諸活動をコミュニ�ケーション活動における�

「意味」�の４つの�レ�ベルのどの段階に位置づけ�られ�

るかを分析�し�，�「生徒が本当に興味・関�心のあるこ�

とを自分の英語で伝え合�うタスクを数多く経験さ�

せる中で，言語形式を定�着させつつ人間形成に資�

するコミュニケーション�活動を行うことは可能で�

ある。�レ�ベル４の活動を仕組み，実施�し�ていくに�

は時間もかかるのが現実�であるが，学期に１つで�

もよいから自己関与度が�高く生徒の人間形成に資�

するコミュニケーション�活動ができるように教材�

研究を�し�て取り組みたい」と提案�し�ている。�

①正�し�い英語のリズムと発音で話�し�ま�し�ょう。自�

分のセリフは完全に覚え�ま�し�ょう。�

②英語のマナーを身につけ�て劇に�し�ま�し�ょう。�

　日本語より大きな声で話�す。相手を見て話す。�

　ジェスチャーをつける�（握手をする，�人の紹介の�

仕方など）�。�

③�Takeshiは�紹�介�さ�れ�る�ま�で，ど�うし�て�い�る�の�か�

を考えま�し�ょう。�

④会話は，どんどん付け足�し�てかまいません。�

⑤もう１人か２人登場人物�を加えて，劇を変えて�

みま�し�ょう。新�し�い登場人物は，紹介される�か，�

強引に３人の会話に割り�込んでくるかどちらか�

で�し�ょうね。�

⑥劇の終わり方も考えま�し�ょう。�

●２年生　�Program６終了後（２時間扱い�）�

　あなたは，ハロウィーン�・パーティーでポール�

（Paul）�と知り合いま�し�た。ポールが友だちのミ�ン�

（Ming）�をつれてあなたの家にやって�来ま�し�た。�あ�

なたとミンは初めて会いま�す。その場面の対話文�

を作って「劇」に�し�ま�し�ょう。�

①１人５回はセリフを言い�ま�し�ょう。�

②次の表現は必ず使いま�し�ょう。�

　Welcome to my house. / What would you 

like? / This way, please. / Sit down, please. / 

Nice to see you again. / Nice to meet you. / 

Let’s （play tennis）�.

③劇の終わり方は中途半端�でもかまいません。�

・３～４人のグループで活�動する。短冊にセリフ�

をどんどん書き，それら�を並べて対話文を完成�

させ，劇化する。与えら�れた表現を見て，どん�

なときに使ったか思い出�そうと，教科書を一生�

懸命に読んでいる生徒の�姿が見られた。�

●課末「こんなときどう言�うの？」を使って�

　ALTとのTTで，�「こんなときどう言うの�？」�の�

対話文をデモンス�ト�レ�ーションする。その後，�生�

徒は，対話文を覚えて劇化�し�，準備ができると教�

師�の�前�で�発�表�す�る�（�全�員�の�前�で�発�表�す�る�の�で�は�な�

3．内容理解を意味の�ある活動に�

　題材は，よい�ト�ピ�ックである。�ピ�クチャー・チ�

ャー�ト�を使って，内容を一方的に�説明するよりも，�

絵からわかる情報について�質問を�し�たり，質問を�

現実の世界のことに発展さ�せたりすることで生徒�

とインタラクションをとる�ことができる。�

　例�え�ば，由�紀�が�お�み�や�げ�を�買�う�場�面�（�１�年�生 

Program 6）�で�は，This is Ms. Sayama.  Is she 

happy?  She doesn’t like this fish.  But bears like 

this fish very much. What kind of fish is this?  

Do you like salmon?  Who likes salmon in your 

family? というやりとりができる�。�

　Pauloが�志�賀�高�原�で�ス�キ�ー�を�す�る�場�面�（�2年�生 

Program 1）�で�は，I skied for the first time in 

1975.  I went to Myokokogen with my friends 

and teachers. My P.E. teacher taught me on an 

easy slope. （�黒�板�に�2種�類�の�斜�面�を�描�い�て�）�Which 

is an easy slope?  I had a very good time.  Can 

you ski?  Can you snowboard?  Who can ski in 

your family?  Where do you usually ski?  Where 

is Shigakogen?  Is Paulo a good skier?  Is she 

Paulo’s sister?などのやりとりができ�る。�

　齋藤�先生�のボ�ラン�ティ�ア活�動�（�３年�生 Program 

５�）�で�は，What does Mr. Saito teach?  Look at 

the blackboard carefully.  They are waiting for 

a bus.  How long can you wait for a bus?　Do 

you think“Tenkyu”�（�*ト�ク�ピ�ジ�ン�で�“Thank you.”�

の意）� is English? などのやりとりができる�。�

　この後２，３年生にはワー�クシー�ト�（下図参照）�

を使って，内容理解を深め，�本文に関する英問に�

つ�な�げ�て�い�く。題�材�に�よ�っ�て�は�Do you want to 

buy this red car?（２年生 Program９）�のような発�

展的な質問を投げかける。ほ�とんどの生徒は「環�

境にやさ�し�いので買いたい」�と答えるが，�「高いの�

で買えない」と答えた生徒も�いて驚かされた。�

4．おわりに�

　昨年度，前任校の１年生に�は，定期的に１人ひ�

とり本文の音読チェックを行�った。講師の協力も�

あり，�８割の生徒が　�Program９まで合格�し�，�さら�

に活動に意欲的に取り組むよ�うになった。また，�

副教材を使って継続的にフォ�ニックスを指導�し�た。�

この２つを組み入れるために�，あきらめた活動も�

多かったが，２年生以降で�レ�ベル４の活動ができ�

る力はつけることができたと�思っている。�

　生徒の負担が少なく，�かつたくさんの英語を聞�

き，話�し�，読むことができる�レ�ベル３の実践を紹�

介�し�たい。使用�し�ている教科書は，開隆堂出�版の�

SUNSHINE ENGLISH COURSEである。�

2．劇化�

　スクール版CDに収録さ�れている�「�リズムに合わ�

せて言ってみよう」のコ�ーナーは生徒が大好きな�

活動で，リズムに合わせ�てジェスチャーをつけな�

がら元気よく英語を言っ�ていた。コミュニケーシ�

ョンを成立させるために�は，�non-verbal language

やイン�ト�ネーションも大切な要素であ�る。劇化す�

ることで，�「英語も自分を表現する言葉�である」�と�

いう意識を持たせること�ができ，�レ�ベル３の活動�

になる。与えられた�「場面」�でセリフを考え�（セリ�

フ�を�付�け�足し�て�）�劇�化�す�る�タ�ス�ク�と�与�え�ら�れ�た�対�

話文を自分なりに解釈�し�て劇化するタスクに分け�

られる。�

●１年生　�Program１終了後�（２時間扱い）�

静岡県浜松市立清竜中学校教�諭　�足立　�智子�

参考文献�
長谷川和則・犬塚章夫・足立智子�（2006）�「中学校英語教科�

書の分析�（その１）�―諸活動は意味あるコミュニケーショ�

ンのどの段階にあるか―」犬塚章夫・三�浦孝編著�（2006）�

『英語コミュニケーション活動と人間形�成』成美堂�
International Partyの場面を劇に�し�よう！�

「外国人がやってきた！�」の場面を劇に�し�よう！�

いので，�内向的な生徒もかなり頑張っ�ていた）�。�教�

師は，その場で各ペアのパ�フォーマンスを採点す�

る。英語とジェスチャーの�２つの観点で５点満点。�

「発想が優れていれば，�プラスポイン�ト�を与える」�

とすると，生徒たちはより�高いポイン�ト�をもらお�

うと実に一生懸命に考え，�練習する。見ている教�

師も楽�し�い。�複数の教師�（ALTや支援員）�がいると�

きにこの活動を行うと効率�的である。�
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教科書�の�使�い�方�あ�れ�こ�れ�

　日常の授業で教科書本�文をどのように扱ってい�

るで�し�ょうか。学年によってそ�の扱い方には違い�

がありますが，本文をい�かに扱うかが英語の授業�

をどうつくるかにつなが�ると思います。�

　�

1．本文を軽視�し�てはいけない1年生�

　中学校１年生の教科書�であっても，単語一つひ�

とつの使い方や表現法な�どを軽視�し�てはいけませ�

ん。生徒にとっては教科�書に出てくるすべてのこ�

とが新�し�いはずですから。教師が本文�を丁寧に扱�

うことで学習に対する安�心感が生まれます。事前�

に十分な検討を�し�て，どこに説明の重点を置�くか�

を�し�っかり考えておく必要があ�ります。�

　例えば，同じHow about ～?の表現でも，�SUN-
SHINE ENGLISH COURSE 1, Program４-２�の�

“How about you, Takeshi?”�と４-３�の�“�How a-

bout Ms. Takahashi?”�では，後者は何かを提�案す�

るときの言い方であるこ�とを説明�し�ます。�forの使�

い方でも，Program６-２の�“�This baseball cap is 

for my father.”と６-３�の“This place is famous 

for its sunset.”で�は，明�ら�か�に�意�味�が�違�い�ま�す。�

このようなところを生徒�の立場に立って丁寧に扱�

います。あまり説明的に�ならず，生活に関連�し�た�

他の例を示�し�ながら理解させることが�その後の学�

習につながると思います�。�

　�

2．別バージョンで�1年生の本文を活性�化�

　１年生の本文は語彙も�限られた中で，それのみ�

の学習に終わると生徒も�飽きてきます。�し�っかり�

と本文を理解�し�音読を�し�た後に，別バージョンの�

本文で練習すると生徒の�目が輝いてきます。�

例：1年生 Program 3（-3）� シンガポールからのお�

客さん�

A: What do you eat in Japan?

B: I eat tempura.

A: What kind of tempura do you eat?

B: I eat
 

nigauri tempura.

A: Nigauri tempura!  Is it good?

B: Yes, it is.  But it’s bitter.
　教科書の本文を下線部の�ように変えま�し�た。�「日�

本�に�来�た�チ�ェ�ン�さ�ん�が�ニ�ガ�ウ�リ�の�天�ぷ�ら�を�食�べ�

る」という話題に変わりま�し�た。�

例：1年生 Program 6（-1）� シア�ト�ルでの1日�

Ａ: Look at that mountain.  That’s Mt. Hachimen.

Ｂ: It’s really beautiful.  Let’s take a picture.
Ａ: Do you see the soccer stadium over there?  

That’s Sanko Sports Park.
Ｂ: Oh, I know the name.  Do you like soccer?

Ａ: No.  But my sister Emi loves it.  She often 

plays soccer with Kayo.

　下線部は，地域の山や施�設の名前，生徒の名前�

です。身近な内容に変える�ことで生徒の目の輝き�

が違ってきます。時には生�徒に自由に単語を入れ�

替えさせ，ペアで発表させ�ると盛り上がります。�

　また，音読の際も，�「役者になろう」�と呼びかけ�

ます。�例えば，�６-３でアンディーと由紀が夕日を�

見ながら語るところは，�「アンディーと由紀はな�か�

なかいいムー�ド�だね」と言って，教師の�一人芝居�

で�（�ALTが�い�る�と�き�は�二�人�で�）�ム�ー�ド�を�出し�て�演�

じ�ます。�生徒にも，�「恋人同士になったつ�もりで練�

習�し�よう」と呼びかけます。�

　�

3．�オーラルで教科�書の本文を紹介�し�，�授業で英語�

を多用するきっかけ�に�（2，3年生）�

　�「英語の授業で英語を多�用する」�―なかなか難�し�

いことですが，教科書の本�文の内容に入る前にピ�

クチャー・チャー�ト�を使いながら口頭であらすじ�

を説明する方法は，生徒を�多くの英語に触れさせ�

るよい機会となります。�し�か�し�，教師が完璧な英�

語を使おうと意気込むとな�かなか長続き�し�ません。�

あらす�じ�と�し�て何が大切かを自分なりに�とらえて，�

自分なりの英語でノー�ト�に書いておきます。そ�れ�

に�し�たがって，話すときは堂々と�自信たっぷりに�

生徒に英語で語りかけるの�がよいと思います。�

　�

例�：�2年�生 Program 7（-2）�  Reach for Your 

Dream

　Mr. Kawai is a good swimmer now.  But when 

he lost his sight, he couldn’t swim straight.  Then 

his friends helped and encouraged.  He prac-

ticed hard.  Finally he became a gold medalist.

　その後に，英語で質問�し�ます。�

・Is Mr. Kawai a good swimmer now?

・Could he swim straight when he lost his sight?

・Who helped Mr. Kawai?

・What color of the medal did he get?

　先に質問を言い，その後�で生徒に指名�し�て答え�

させますが，その際，すぐ�答えられないようであ�

れば，�Yesか�Noで答えられる質問に変えて，�何とか�

答えを引き出�し�ます。このやりとりは，�授業で英�

語を多用することにつなが�ります。�

　�

4．�「英語学習とは何�か？」に迫る授業を�

　本誌�『�英語教育』�Vol. 60-２で鳥飼玖美子先生が�

「英語で何を伝えるのか」�と外国語学習の目標を�再�

考することを投げかけてい�ます。コミュニケーシ�

ョン重視の英語教育が叫ば�れて久�し�いですが，学�

校で行う英語教育は単なる�道具と�し�ての英語教育�

で�あ�っ�て�は�な�ら�な�い�と�思�い�ま�す。�SUNSHINE 

ENGLISH COURSEの�題�材�に�は，英�語�学�習�を�幅�と�

厚みのあるものにする内容�がたくさん詰まってい�

ます。実践例を紹介�し�ます。�

例：3年生 Program 5  Working as a Volunteer

　齋藤先生が現地の言葉を�使って，現地の人々と�

心を通わせ，国際協力に尽�力�し�ているという内容�

です。５-３の�本文に，�“We should learn English 

as an international language.  But it is also im-

portant for us to learn the language of the local 

people.”�とあります。この言葉は�私たち英語を学�

習する者にとって，とても�重みのある言葉だと思�

います。すなわち，私たち�は「英語＝国際語」と�

し�て大手を振って世界の様�々な言葉を駆逐するの�

ではなく，それぞれの土地�の人々の生活につなが�

る言葉を大切に�し�，人を大切に�し�なければならな�

いということを教えてくれ�ています。私は本文の�

学習を�し�ながら，英語が世界に広�がった理由に植�

民地支配があることにも触�れま�し�た。そ�し�て，イ�

ンターネッ�ト�で見つけた�ピ�ジン英語の会話を印刷�

し�て生徒に配り，片言ながら�生徒と一緒に声を出�

し�て読んでみま�し�た。�

例：3年生 Program 6  Okinawan Music

　沖縄の音楽の特徴が紹介さ�れ，さらに宮沢和史�

さんがどんな思いで「島唄」�を作ったかが紹介さ�

れる内容です。�し�か�し�，６-２の本文の�“�The song 

expresses a special message through its words 

― a wish for peace.”を�本�当�に�理�解�す�る�た�め�に�

は，な�ぜ�沖�縄�を�と�おし�て�平�和�の�願�い�な�の�か，�「島�

唄」の歌詞がどんな意味を含�んでいるのかの２つ�

を教師が補う必要があると思�います。�

　私は，本文を読んで意味を�把握�し�た後，沖縄戦�

について生徒とともに学習�し�ま�し�た。沖縄の高校�

の�先�生�が�書�い�た�絵�本�A Letter from Okinawaを�読�

み，沖縄戦を記録�し�た写真集を見せま�し�た。生徒�

からは，�「沖縄でこんな悲惨なことが�あったことを�

初�め�て�知�っ�た」�「今�の�私�た�ち�の�平�和�な�生�活�に�感�謝�

し�，周りの人の命も大切に�し�たい」という感想が�

聞�か�れ�まし�た。そし�て，�「島�唄」の�歌�詞�の�意�味�を�

Teacher’s Manualか�ら�転�載�し�，生�徒�に�配�り，�「島�

唄」をともに聞きま�し�た。�

　教科書教材をとお�し�て何を学ばせたいかを教師�

自身が持ち，それを生徒とと�もに学ぶためにはど�

の�よ�う�な�補�助�教�材�が�必�要�か�を�考�え，準�備�し�

（�Teacher’s Manualも�大�い�に�役�立�つ�）�，情�熱�を�持�っ�

て授業に臨むことが大切だと�思います。�

　上記の例以外に私が内容を�深めようと大切に扱�

ってきた題材は次のようなも�のです。�

・2年生 Program 4  With Love and with Joy

　　マザー・テ�レ�サの活動の様子を伝える�写真集�

を見せ，何のために人を助�けるのか，命の尊厳�

について考えさせる。�

・2年生 Program 7  Reach for Your Dream

　　河合純一さんの著書から�一節を紹介�し�，彼の�

明るく強い生き方や周りの�人々との関わりの大�

切さを知らせる。�

・�3年�生 Program 3  Don’t Ask Me That Ques-
tion

　　ALTに日本での体験談をつづってもらい，�そ�

れを英語通信で紹介�し�，異文化を体験すること�

や互いを理解することを身�近な人から学ばせる。�

大分県中津市立三光中学校教�諭　�羽野　�祐司�
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・４技能の総合的な育成�！�

・知識・技能の活用を図�る言語活動の充実！�

・文法事項�について「言�語活動と効�果的に関�連�

付けて」指導する！�

・生徒のつま�ずきやすい�内容等に�ついて確実�な�

定着を図る�ため，繰り返�し�てスパ�イラルに�学�

習する機会（Feed Back）を充実させる！�

1．日々の授業の中で�大切に�し�ていること�

☆中学1年の初期段階から�育てることが大切�

・規範意識を育てる�（聞くときは聞く）�。�

・学習習慣�（家庭学習）�の定着を図る。�

・�で�き�る�だ�け�多�く�Classroom　�Englishな�ど�英�語�を�

用いて授業を展開する。�

・１対１，ペア，グループ�の言語活動をとお�し�て�

互いの人間関係を深める�。�

・生徒の「気づき�（推測）�」を大切に�し�，学習意欲�

を高めるため，�ALTとの協働による言語活動の�

工夫改善を目指す。�

・できたら大いにほめる。�

2．生徒の「確かな学�力」を育むための授�業�

題材：�SUNSHINE ENGLISH COURSE 2,
　　　Program 3-1

授業内容：�基本文の導入～展開。�

授�業�形�態�：�一�斉�授�業�（�34人�ク�ラ�ス�）�，ALTと�の�

Team Teaching

　次の点に考慮�し�て，授業を行った。�

私の授業実践報告�
山梨県甲斐市立竜王北中学校�教諭　�佐野　�周治�

～次の順序で展開に移ってい�く。～�

①音から本時の基本文に慣れ�させておき，聞き慣�

れな�い英�語�表現�（基�本�文）�と日�本�語の�意味�を�Vol-

unteersで答えさせる。�Sentence Cardsを板書す�

る�（上の対話文のアンダー�ラインの文）�。�

②Grammatical Pointsを�生徒と�コミ�ュニ�ケーシ�ョ�

ンを図りながら説明�し�，何度も音読練習を�し�，�

Pattern Practiceを行い�ながら定着を図る。�

③教科書のLet’s Try（p.�25）�を練習する。�板書をノ�

ー�ト�に取らせる。ノー�ト�を取っている間に，用�

意�し�ておいたLet’s Tryの絵カー�ド�を使って，�教�

室をsplitし�，�ALTとともに一人ひとりの生徒に�

そのカー�ド�を１枚引かせてQ&Aを行う。�

④�Teacher’s Manualの�中�の『基�礎�徹�底�ワ�ー�ク�シ�ー�

ト�』を用いて基本文の基礎�・基本の定着を図る。�

　ALTとのTeam Teachingの場合は，�できるだけ�

自然なsituation（場面）�を設定�し�，�ALT，�JTE，�生徒�

の�間�で�の�Triangle Interaction（�三�者�の�対�話�）�を�使�

った言語活動の導入を考え�る。その際，絵，写真，�

実物等を用いて，生徒に言�語活動の場面を�し�っか�

り英語で説明�（日本語は必要に応じて補助�的に）�し�

たうえで導入する。ここで�特に大切に�し�たいのが，�

生徒のGuess（推測）�を生か�し�た「気づき」である。�

（カ�レ�ンダーを黒板に提示�し�ながら……）�
J　�T　�E　�: Now we’ll introduce today’s new material to

J　�T　�E　�: 

you.  It’s very important for you.  Listen to our 

conversation carefully and guess its contents.

特�に�聞�き�慣�れ�な�い�英�語�表�現�は�何�か，ま�た�そ�の�表�

現は日本語でどんな意味か聞き取りま�し�ょう。�

Hi, Paul.  It’s Friday today.  What are you going 

to do tomorrow?

I’m going to go shopping with my friends.

OK Class, how do you say“go shopping”in 

Japanese? For example, I often go shopping at 

Ito Yokado.
買い物に行く。�

Let’s make a sentence, everyone.

We say“�kaimono-ni-iku”in Japanese.

That’s right.  He’s going to go shopping with 

his friends tomorrow.（生徒に伝える）�

What are you going to do this Sunday?

I’m going to clean my house.

Oh, that’s too bad. （�あ�る�生�徒�に�）�What are you 

going to do tomorrow? 

I’m going to play soccer.（play soccerでもOK）�

Very good!

What are you going to do this Sunday?

I’m going to watch TV.（watch TV でもOK）�

Good job!

A　�L　�T　�: 

生　�　�徒　�: 
J　�T　�E　�: 
生　�　�徒　�: 
J　�T　�E　�: 

A　�L　�T　�: 
J　�T　�E　�: 
A　�L　�T　�: 

生徒�A : 
A　�L　�T　�: 

J　�T　�E　�: 
生徒�B : 
J　�T　�E　�: 

Teacher's Forum



1．は�じ�めに�
　中学１年の４月，まだ幼�さの残る新入生は英語�

という新�し�い教科に取り組みます�。�「この時期のフ�

レ�ッシュさがたまらない！�」という先生もきっと�

多いと思います。未知の外�国語に初めて出会って�

無邪気に喜ぶ生徒たちに触�れて，まるで水先案内�

人のような，�やりがいと責任感を実感�し�，�「これこ�

そ英語教師冥利に尽きる」�と感�じ�てこられた先生�

も多いことで�し�ょう。�

　�し�か�し�，小学校で英語が始まる�と，その水先案�

内人の役割のかなりの部分�は，小学校の先生が担�

うことになるのです。�「おい�し�いところを持ってゆ�

かれる！」と，お嘆きの方�もおられるで�し�ょう。�

今までと同�じ�考え方で教え続けると，も�し�か�し�た�

ら小学校英語を経験�し�た子どもたちに「また小�学�

校時代と同�じ�活動をするなんてつまらな�い」とか�

「�中�学�校�英�語�は�文�法�や�テ�ス�ト�ば�か�り�で�つ�ま�ら�な�

い」という誹りを受けない�とも限りません。�

　�し�か�し�，確かに「おい�し�いところ」の一部は小�

学校に譲ることになります�が，決�し�て中学校英語�

から「おい�し�いところ」がすべてなくな�るわけで�

はありません。小学校英語�とは異なる，中学校英�

語ならではのよさ・喜びが�あるはずです。願わく�

ば，小学校英語が育むもの�を引き継ぎ，生徒たち�

の英語を「新たなステージ�」に導く中学校英語で�

ありたいものです。そのた�めにも，中学校英語の�

役割を「再定義」�し�なくてはなりません。そう�い�

う時代が，もうすぐそこま�で来ているのです。ぜ�

ひ小学校英語を「対岸ので�きごと」と言わずに，�

小学校で何が起ころうと�し�ているのか，そ�し�て中�

学校でそれを受けて何をな�すべきかを考えていた�

だきたいと思います。それ�を考えるための材料を�

提供するのがこの連載の意�図です。�

2．小学校英語活動の�現状�
　多くの小学校では，平成�23年度春からの５，６�

年生の外国語活動�（英語活動）�の実施に向けて，急�

ピ�ッチで準備を始めていま�す。指導の頻度はまだ�

多�く�あ�り�ま�せ�ん�が，平�成�19年�度�で�97.1％の�実�施�率�

ですので，ほとんどの小学�校で何らかの外国語活�

動が行われていることになり�ます。ただ�し�，特区，�

研究開発学校，拠点校など一�部の小学校を除いて，�

多くの小学校はまだ月に１回�以下のペースが大半�

です。あと２年で完全実施�（週１時間，年間35週）�

ということで，段階的に時間�数を増やす計画を立�

てている教育委員会も多いよ�うです。�

　最も急務なのは，教師の研�修です。なにせ「ま�

さか自分が英語を教えること�になるとは思ってい�

なかった」という小学校の先�生が多く，各地で多�

様な研修や研究会が開かれて�います。お隣の韓国�

で�は�小�学�英�語�導�入�に�合�わ�せ�て�120時�間�の�研�修�が�義�

務づけられたことからすると�，はるかに不足�し�て�

いることは明らかです。ただ�，国�レ�ベル，地方�レ�

ベルで様々な研修が計画的に�進められていること�

は確かで，全国５ブロックで�のいわゆる主事講習�

（５日間）�，自治体�レ�ベルの研修，地域ごと�に約40

校�に�１�校�の�割�合�で�指�定�さ�れ�て�い�る�614校�の�拠�点�校�

が主導する公開授業や研修�（文科省�「小学校外国語�

活動サイ�ト�」�参照）�，各学校の校内研修など�が，現�

在，全国的に進行�し�ています。�

　さて，英語指導に欠かせな�いのは教材ですが，�

小学校外国語活動では国から�『英語ノー�ト�』が配�

付されます。この『英語ノー�ト�』は，外国語活動�

（英語活動）�が「教科」ではなく「領�域」であるた�

め，教科書とは違い，必ず使�わなくてはならない�

ものではありません。�し�か�し�，国�レ�ベルで一定の�

水準を保つ必要があるとの判�断から，全国の拠点�

校に配付されま�し�た。総合的な学習の時間�の一部�

であった今までの外国語活動�では，実践内容は各�

学校の裁量に任されており，�学校間格差が生�じ�る�

懸念が出てきたためです。�『英語ノー�ト�』�は21年度�

の全小学校への配付を目指�し�て，準備が進められ�

ています。�今後は，�この教材をどう使うか�，�そのサ�

ポー�ト�やアイディアが必要になって�くるで�し�ょう。�

　次回は，中学校英語と比較�し�ながら，小学校英�

語の特徴について考えたいと�思います。�

英語教育・2009年第1号�

1�3�1�2�

1．は�じ�めに�

　全国学力調査結果のこ�とで各県が揺れている。�

ある県では教育委員会か�ら「小テス�ト�をどんどん�

やれ」という指令が降り�てきているそうだ。単語�

テス�ト�，計算�ド�リル，漢字テス�ト�…どれもその効�

果をまったく評価�し�ないわけではないが，本�格的�

な学力向上につながると�は到底思えない。一方で�

「授業改善」�というかけ声もよく聞かれ�る。では何�

をめあてに�し�て「授業改善」をすると�いうのだろ�

う。今回は生徒の学力を�確実に上げるための「授�

業改善」の手法について�書きたい。�

2．自分の授業を科�学的に分析�し�よう�

　授業改善の第一歩は自�分の授業を客観的に知る�

ことである。そのために�は自分の授業�ビ�デオを見�

たり，研究授業をするこ�とが不可欠であるが，そ�

のほかにデータを取るこ�とがとても大事だと思う。�

問題はどういったデータ�を取るかということであ�

る。以下は私のこれまで�の長年の実践で取った手�

法である。参考になれば�幸いである。�

3．データのいろい�ろ�

①生徒のアンケー�ト�

　二十～三十代のときに�は，よく生徒にアンケー�

ト�を取った。読者の先生方もよ�く取られる手法だ�

と思う。私の場合は毎学�期末に授業のすべての活�

動を�「楽�し�かった」�「楽�し�くなかった」�，�「ためにな�

った」�「ためにならなかった」�という２つの座標軸�

で�ア�ン�ケ�ー�ト�を�作�成�し�た�（�詳�し�く�は�英�検�HPに�て�

STEP Bulletin ＃7を参照されたい）�。�

②定期テス�ト�，ディクテーショ�ンテス�ト�

　得点はもちろんだが，�writing問題は答案をコ�ピ�

ー�し�てエラー分析�し�，さらにどういう英文を�友だ�

ちは書いたのか参考にさ�せるために印刷�し�て配付�

する。�

③外部テス�ト�

　英検や東京都中英研作�成コミュニケーションテ�

ス�ト�などは領域や技能ごとにデ�ータが出るので重�

宝�し�ている。�

④個人カルテ�

　学期のすべての評価項目�を個人カー�ド�に転記�し�，�

評価Ａには�ピ�ンク，評価Ｃには緑のマー�カーを塗�

る。個人のプロフィールを�通�じ�て学年全体の傾向�

が読み取れる。�

⑤生徒のパフォーマ�ンス�ビ�デオ�

　Speaking Testでは必ず�ビ�デオを撮っておき，�評�

価に使うほか，自分の指導�の足りないところを発�

見するのに使う。撮ったビ�デオは次の学年に見せ�

ることによって，生徒にイ�メージを持たせ，目標�

を与えることになる。�

⑥学期末の反省�

　�「できるようになったこ�と」�「先生にほめられた�

こと」などをプリン�ト�いっぱいに書かせる。文�章�

表記だが，たくさん集まれ�ば立派なデータになる。�

自分の指導がそのまま表れ�るので一番よいデータ�

だと思う。以下，例をあげ�る。�（　）�は私の指導内�

容である。�

・英会話がなめら�かにパッと言えるよう�になった。�
　�（クイックQ&A）�
・日本語を英文に�するのが得意になった�。というの�
も�English Express（�*ス�パ�イ�ラ�ル�ワ�ー�ク�シ�ー�ト�の�
こ�と�）�で�繰�り�返し�出�題�さ�れ�る�表�現�を�覚�え�て�き�た�か�
らだと思う。�
・英検3級のリスニングは9割正解と，�とてもよかっ�
た。�（自作教材�“�Listening Training ‐�Powered‐�”�）�
・発音がよくなっ�たと思う。�（日々の発音指導と�音読�
テス�ト�）�
・不規則動詞，比�較級・最上級がわかる�ようになり�
ま�し�た。�（文法指導）�
・期末テス�ト�の点取り放題の問題で�，たくさん点数�
をかせげたこと。�（ライティング指�導）�
・�作�文�が�で�き�る�よ�う�に�な�り�ま�し�た。�（�ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�
ノー�ト�）�
・長文問題など読�むことが得意になりま�し�た。�（英字�
新聞を使ったreading活動�）�
・ディクテーショ�ンノー�ト�をつくる時に辞書を�使う�
よ�う�に�な�っ�て�辞�書�の�使�用�頻�度�が�増�え�た。�（�辞�書�指�
導）�

データを取ろう

東京都港区立赤坂中学校�教諭　�北原　�延晃�

Web情報ソース�：文科省「小学校外国語活動サイ�ト�」�
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gaikokugo/
　index.htm

そ�し�

小学校英語の現状
北海道教育大学札幌校教授　萬谷　隆一�

小学校で英語が始まった！�連載�

第1回�
CBA



絵（ピクチャーカード）を用いての
場面作り

投　稿
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山梨県笛吹市立浅川中学校教�諭　�風間　�謙�

1．英語の表現と場�面�

　英語の表現を使うとき�，そこには必ずその表現�

を使うべき場面が存在�し�ます。どんな表現でも場�

面と切り離されたものは�ありません。教室で新�し�

い表現を学習するとき，�また，その表現を用いて�

コミュニケーション活動�を行うときでもそれは同�

じ�ことです。本当の意味でその�表現を身につけた�

かどうかは，その表現を�使うべき状況で使えるか�

どうかであるということ�からも，表現と場面は切�

り離せない関係にあると�言えるで�し�ょう。そこで�

どのように表現と場面を�結びつけるかということ�

が問題になってきます。�ここでは，補助教材であ�

る絵�（�ピ�クチャー・カー�ド�）�を使って場面設定をす�

る際に留意することにつ�いて考えてみま�し�た。�

　�

2．補助具と�し�ての絵�

　ご存�じ�のように，補助具と�し�ての絵は，英語学�

習の多くの場面で役立ち�ます。特に，生徒たちの�

関心を引きつけるプロッ�プの一つと�し�て大きな役�

割を果た�し�ていることは誰もが認める�ところだと�

思います。さらにそれが�自分たちの英語の先生が�

書いたものならなおさら�で�し�ょう。�

　教室では，学年が進む�につれ，英語学習に対�し�

てやる気がなくなって�し�まう生徒が出てきて�し�ま�

い，我々教師を悩ませま�すが，そんな生徒に頑張�

ってもらいたいと考え，�試行錯誤�し�ている先生方�

も多いことと思われます�。そういった場面で絵を�

用いることで，普段は「�英語なんて…」と斜めに�

構えている生徒でさえ，�教師の描いた絵に，程度�

の差こそあれ，興味を持�ち授業に取り組んだとい�

う経験をお持ちの方も多�いで�し�ょう。私もそのよ�

うな効果が期待できる「�絵を用いての場面作り」�

を授業に取り入れている�一人です。�

　�

　�

3．�「絵」は口ほどに�ものを言う!?

　補助具と�し�ての絵について考えた場合�，市販品�

を使うことも考えられます�。得意不得意はあるで�

し�ょうが，自分自身で描く�ことで，手描きならで�

はの自由度を最大限に利用�することができます。�

また市販されているものよ�りも状況や話題に�し�た�

い場面を絞り込むことがで�きるので，より多くの�

場面で使用できるという利�点があると言えるで�し�

ょ�う。何�と�言�っ�て�も，絵�を�使�う�最�大�の�利�点�は，�

「�『絵』�は口ほどにものを言う」�とでも言いま�し�ょ�

うか，状況の説明が簡単で�済むということです。�

学習が進むにつれ，場面や�状況が複雑になります。�

複雑になればなるほど，教�師からの日本語による�

説明が多くなって�し�まう傾向がありますが，そ�ん�

な場面で絵を使えば，日本�語の説明に多くの時間�

をかけることなく，英語を�中心と�し�たインタラク�

ションの多い授業を展開す�ることができます。そ�

し�てこのことは，見るだけ�で状況をつかませるこ�

とができるので，生徒を英�語に集中させ，生徒か�

らの発話を引き出すことも�でき，ひいては「英語�

を聞いてわかった，英語を�話�し�て通�じ�た」という�

ような自信を持たせること�にもつながっていくと�

思われます。�

　�

4．�どんな絵が相応�し�いのか，�どんなポイン�ト�が大�

切か�

　興味づけという面からは�，どのような絵でもあ�

る程度は役割を果たすこと�ができるで�し�ょうが，�

より高い効果を求めたり，�継続的な利用の際には�

いくつか配慮する事柄が考�えられます。例えば，�

状況や場面が生徒にとって�馴染みがあり，親�し�み�

やすいものであるか，生徒�たちにとってある程度�

の難易度があるか，設定状�況を複雑に�し�すぎては�

いないかなど。�

　また，特に重要なことと�し�て，絵を描く者にと�

っては，どのような絵に�し�ようかと考える際に，�

どんな場面で使うのか，ど�こに焦点を当てるべき�

か，どんな前後関係が相応�し�いか，について十分�

に考えることが求められま�す。そ�し�てそのことは，�

その表現の文法や語法だけ�でなく，その背景とな�

っている文化など，言語の�本質を見つめることに�

つながり，よりよい教材を�生み出すことにつなが�

っていくのだと思います。�そ�し�てそういった段階�

や手順を�し�っかり踏むことで，補�助教材と�し�ての�

絵の特質を最大限に発揮さ�せることができるのだ�

と考えます。�

　�

5．絵を用いた場面作�りの一例�

　ここでは，助動詞を復習�する授業の例を紹介�し�

たいと思います。助動詞は�英語の中でも話�し�手の�

気持ちを細かく表�し�たり，表現の幅を広くする�う�

えでとても大切な役割を担�っています。そ�し�てそ�

れは，単なる意思疎通に留�まらず，相手に対する�

細かい感情を伝え，それと�同様に相手からの細か�

な気持ちを受け取るという�，より高度なコミュニ�

ケーション活動を成立させ�ています。�し�か�し�，多�

くの授業での扱いでは，そ�れぞれの表現における�

微妙な語の働きを比較�し�て学習するようになっ�て�

いるとは言えないのではな�いで�し�ょうか。そんな�

助動詞ですが，�その役割の重要度を考えて�，�補充・�

深化・発展を目指す選択授�業の場面で，復習とい�

う形で学習を行っています�。�

　助動詞を用いた表現では�，主語が変わるだけで�

意味や役割が大きく変わり�ます。表面上は小さな�

変化でもコミュニケーショ�ン上では大きな変化に�

なっていることに学習者は�気がつかなければなり�

ません。その形と日本語訳�を機械的に暗記�し�てい�

く方法では，なかなか使え�るようにはならないで�

し�ょう。そこで，今回の授�業では工夫の一つと�し�

て，自作の絵を用いて，状�況とともに身につけて�

いこうと考えま�し�た。第一次と�し�てCan I...?, May 

I...?,  Shall I...?,  Shall we...?, 第�二�次�と�し�て�Will 

you...?,  Can you...?,  Would you...?,  Could you...? 

等の表現をターゲッ�ト�と�し�て進めま�し�た。�

　型や意味といった表現そ�のものの学習を�し�た後，�

言語上の働きに注目�し�，どんな場面や状況で使�う�

のかといった学習を絵とオー�ラルイン�ト�ロダクシ�

ョンを交えながら確認�し�ていき，その後いくつか�

の場面で生徒自身が登場人物�になって表現�し�てい�

くことで定着を図り，最後に�書く活動をとお�し�て�

ターゲッ�ト�となっている表現をまと�めて授業�

を終えま�し�た。その中の一部分を紹�介�し�ます。�

　ある場面を示す�

絵�（右）�を提示�し�，�

絵についての質問�

をいくつか�し�た後，�

状況を説明・確認�

し�ていく。�

※　�（　）�内は生徒の反応。�

   Now everyone, look at this picture.  This is a 

thermometer.  Is it hot or cold in this room? （It’s hot.）�  

Look at this man.  He’s hot.  He’s sweating.  His face 

is red.  What do you think he’s going to ask him?  （Will 

you open the window?）�  That’s right, very good.  OK, 

let’s go to another situation.  This man at the desk is 

your principal, kocho-sensei.  So what would you ask 

him then?  What do you think he’s going to say to 

him?  （ ... ）�  さ�っ�き�の�表�現�よ�り�も�う�少し�丁�寧�な�表�現�が�

あ�っ�た�よ�ね。�（�Would you open the window?）�  That’s 

right!  Now let’s move on.  What would you say if you 

are a principal?  What do you offer him?  He’s very 

hot and sweating.  And you’re sitting by the window.  

What do you say to him?  You know what to say in 

Japanese. （ ... ）� 日�本�語�で�は�？�（�窓�を�開�け�ま�し�ょ�う�か�？�）�  

You know that expression in English too.    （�Shall I 

open the window?）�  Yes!  That’s right!  Shall I open 

the window?  Yes, please.

　以上のように，絵を用いて�生徒とのインタラク�

ションを交えながら状況を確�認�し�合い，言語の働�

きやどんな場面での表現か，�を学習�し�た。�

　この他にも絵を使った授業�を行っていますが，�

生徒たちからは場面を意識�し�ながらそれぞれの表�

現を運用�し�ている様子が見られてい�ます。今後も�

絵を用いた場面設定という方�法にさらに工夫や改�

良を重ね，他の多くの場面で�も応用�し�ていきたい�

と考えています。�



思い出の中の英語�

　年に何回か，卒業�し�て二，三十年になる卒�業生�

たちと会い歓談を�し�ながら，元気を促�し�合うこと�

がある。そんなとき�し�ば�し�ば話題になるのが，思�

い出に残る英語の授業や�教師のことである。�

　そこでは，皆，うろ覚�えの教科書の内容や章句�

を口に�し�ながら，往時の思い出へと盛�り上がって�

いく。例えば，オー・ヘ�ンリーやヘミングウェイ�

の短編の様々な場面を思�い出�し�ながら。�また，�『幻�

の女』�の冒頭の�〈夜は若かった，そ�し�て彼も若かっ�

た〉�とか，�『長いお別れ』�の�〈店は体温が下がって�

いく音が聞こえるほど静�かだった〉などといった�

お洒落な一節を口に�し�ながら。�

　そ�し�て最後は，若い頃に，も�っと実践的な英語�

の運用能力を体得�し�ておけばよかったという�，繰�

り言になっていく�（そ�し�て，�もっと広い一般教養を�

身につけておけばよかっ�たという後悔に）�。�

　�

スキルの習得�

　英語をは�じ�め，あらゆるスキルの向�上に際�し�て，�

何よりも肝要なことは，�学び手の動機と目標，そ�

し�てその習得にかける密度の濃�い時間であろう。�

　女優の藤原紀香さんは�，日本赤十字大使と�し�て�

アジア，アフリカの戦禍�や災害に苦�し�む人々の援�

助活動に精力的に打ち込�んでいる。そんな彼女は，�

多忙なスケジュールの間�にも，�「日々，�英語の勉強�

はずっと続けている」�という。そ�し�て，さらに�「英�

語だって，帰国子女じゃ�ない�し�，留学も�し�たこと�

がないから，自分でやら�なきゃ�し�ょうがないと思�

う�し�，ダンスだってこの年にな�って…始めるわけ�

だ�か�ら，ち�ゃ�ん�と�目�標�を�決�め�て�グ�ー�ッ�と�や�ら�な�

きゃだめだなと思います�」と語っている�（�『週刊朝�

日』�，2008.10.31）�。�

　筆者の友人の中にも，�五十代半ばになって会社�

勤めを辞め，かねてから�思いを抱いていた書道に�

赴き，以後何年にも渡って�毎日十六，七時間も書�

に打ち込む月日を経て，今�日優れた書家になった�

人がいる。�

　このように，学び手は意�欲さえあれば，自ずと�

相当のことができるのであ�る。だとすれば，教師�

は，単に知識や方法を伝え�るだけでは不十分であ�

ろう。彼/彼女は，学習者�が�「ちゃんと�し�た目標を�

決め，日々グーッとやる」�意欲や情熱に火を点け�

る，介添えを�し�なければならないであろ�う。�

　�

大工の棟梁　�―　�木の心との対話�

　大�工�の�棟�梁�は�家�を�建�て�る�と�き�に，使�う�材�木�を�

じ�っと見て，�「木の命，�木の心と対話を�し�ながら仕�

事をする」という。また「�建物はよい木ばかりで�

は建たない。日陰に育った�どう�し�ようもない木も，�

日当たりの悪い所に組み合�わせると，やがてよい�

木材になる」�という�（�『そ�し�て，�風が吹いた』�，�NHK

出版）�。�木を生か�し�伸ばすためにも，�その心や個性�

を見て取り，生かすことが�必要であるら�し�い。こ�

のことは，人間の能力を生�かす観点からも，示唆�

するところが大きいのでは�ないか。�

　�

人間を相手に�し�た大工の棟梁�

　教師は人間を相手に�し�た，大工の棟梁のよう�な�

者でありたい。学び手や教�材を�じ�っくりと見て，�

それらの心や命と対話�し�ながら，それぞれの資�質�

を伸ば�し�ていくのである。そうす�れば，学び手は�

やがてよい人材になるだろ�う。また，そのような�

授業は，いつか人の心に残�る授業にもなることだ�

ろう。� （明治大学教授　池内　�正直）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，3�月，5�月，9�月，2�0�1�0�年1�月にそれぞれ発�
行の予定ですので，原稿到着の時点で掲�載号を決めさ�
せていただきます。規定は以下のとおり�です。ご不明�
の点は編集部までお問い合わせください�。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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